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成長戦略の骨子

持続可能で競争力ある
事業ポートフォリオの構築

成長戦略の中核

⚫
＊とその周辺領域での事業群形成、産業横断的プレミアムを創出

⚫ アップサイドの大きい成長分野での戦略的な取組み、希少性の高いモノ・
サービスの適切なマネジメント

成長投資

ミドルゲーム

⚫ 事業の競争力強化による収益力拡大
⚫ 赤字事業の効率化・ターンアラウンド・撤退による収益力改善

資産リサイクル

⚫ 産業構造の変化を捉えた資産入替えによる事業ポートフォリオの良質化
⚫ ・事業価値などを踏まえた有効な戦略オプション

経営資源の配分

⚫ キャッシュ創出力と強固な財務基盤に基づく資金配分
⚫ 独自のプラットフォームにより、人的資本と知的資本をグローバルグループで活用

＊当社が知見を持つ事業領域



期 期 期 期 期 期 期 期

予想

◆継続的な資産入替えにより、事業ポートフォリオを良質化・拡大

事業ポートフォリオの良質化・拡大と資産リサイクル

(億円) (億円)

投資キャッシュ・イン 右軸資産売却益 左軸

事業ポートフォリオ
良質化に向けた
オプション

継続的な資産入替え

⚫ ポートフォリオ・レビューの強化、マネジメント目線
による成長投資の厳選、売却対象資産の抽出

⚫ 、事業価値、時機も踏まえた
戦略的な資産入替え

事業ポートフォリオの良質化

を継続的に向上

成長性 パートナーシップ 希少性のマネジメント

成長ドライバー

エネルギートランジション モビリティ

ヘルスケア タンパク質

分散効果

地域 産業 時間軸 エントリーポイント

収益規模

競争力持続性

資産効率



◆ それぞれの地域において収益基盤の拡充が進捗、地域分散の効いた事業ポートフォリオを構築

◆グローバルマトリクス体制に基づく事業機会の発掘とリスクマネジメント

グローバルでの収益基盤拡充

億円

億円

期 期

＊本社コストは各地域の利益ベースで各地域に配分

米州

欧州他

日本＊

アジア・
パシフィック



◆ トラックレコード グローバルに地域分散された 事業ポートフォリオをベースに収益基盤を拡大

◆成長戦略 パートナーシップと総合力の発揮により 事業の収益基盤をさらに拡大

成長ドライバー

百万トン

百万トン

事業参画時から

倍

当社持分生産能力＊

＊ 最終投資決断 ベース
＊ キャメロン 年 以降は 最終投資決断 ベース、 年以前は生産能力実績ベースで集計

拡張

プロジェクト 生産中
プロジェクト 開発中
プロジェクト 開発・拡張準備中

天然ガス上流権益

追加開発

事業

カ国 プロジェクト
＊

当社持分生産能力

百万トン規模 年
＊



◆ トラックレコード 各業界を代表するパートナーとの強固な関係性を起点に、世界中で事業を拡大

◆成長戦略 ミドルゲームの推進による既存事業の競争力強化、成長投資による事業群の形成

成長ドライバー モビリティ

⚫ 豪州及びペルーでの鉱山向け
事業

⚫ 有力建機メーカーとの協業

⚫ 船舶保有、トレーディング、
事業投資などを複合的に推進

⚫ 船舶業界随一の経験・実績、
国内外一流パートナーとの協業

⚫ 米州・アジアでの事業群
形成・拡大

⚫ パートナーシップを梃にした
優良案件の獲得

船舶

産機・建機

自動車

約 億円

期利益

約 億円

期利益

約 億円

期利益

＊

＊

＊

期 期 期 期 期 期 期

(億円)

当期利益推移＊

＊ 関係会社損益。但し、船舶は子会社損益のみ
＊ モビリティ第一本部 モビリティ第二本部合算、 期は 売却益 億円、

期は 一部売却・評価益 億円を含む



◆ タンパク質 エビ・鶏のコアとなる事業を獲得。飼料・種苗と合わせ、シナジー発揮による事業群の価値向上を推進

◆ヘルスケア は当社出資以降、 を約 倍に拡大。さらなる規模拡大と競争力強化を継続

成長ドライバー タンパク質・ヘルスケア

ヘルスケア からウェルネスへタンパク質

＊ 年 月期中に 見込み

フード

サイエンス

ヘルスケアデータ
を活用した
製薬事業

食品

フードサービス

医療
医療
人材病院・

クリニック

ニュート

リション

水 産

畜 産

動物種苗

エビ養殖 エビ加工

ブロイラ－生産・
食肉加工・食品製造

アニマル
ソリューション

飼 料

＊



フード

サイエンス

ヘルスケアデータ
を活用した
製薬事業

食品

フードサービス

医療
医療
人材病院・

クリニック

ニュート

リション

水 産

畜 産

動物種苗

エビ養殖 エビ加工

ブロイラ－生産・
食肉加工・食品製造

アニマル
ソリューション

飼 料

＊

ヘルスケア からウェルネスへタンパク質

◆ タンパク質 エビ・鶏のコアとなる事業を獲得。飼料・種苗と合わせ、シナジー発揮による事業群の価値向上を推進

◆ヘルスケア は当社出資以降、 を約 倍に拡大。さらなる規模拡大と競争力強化を継続

成長ドライバー タンパク質・ヘルスケア

動物タンパク質消費トレンド

＊ 年 月期中に 見込み

•生産拡大と
事業間シナジーの創出

＜エビ＞
成長に向けた

取組み

＜鶏＞

•新興国の
需要拡大取込み

•日本事業のノウハウ展開

成長に向けた
取組み

百万トン
（世界需要）

百万トン

〔市場成長率〕

全体

鶏肉

エビ

億円期 利益目標



フード

サイエンス

ヘルスケアデータ
を活用した
製薬事業

食品

フードサービス

医療
医療
人材病院・

クリニック

ニュート

リション

水 産

畜 産

動物種苗

エビ養殖 エビ加工

ブロイラ－生産・
食肉加工・食品製造

アニマル
ソリューション

飼 料

＊

ヘルスケア からウェルネスへタンパク質 ヘルスケア からウェルネスへタンパク質

◆ タンパク質 エビ・鶏のコアとなる事業を獲得。飼料・種苗と合わせ、シナジー発揮による事業群の価値向上を推進

◆ヘルスケア は当社出資以降、 を約 倍に拡大。さらなる規模拡大と競争力強化を継続

成長ドライバー タンパク質・ヘルスケア

の収益拡大
•事業ポートフォリオ拡大と強化
•経営体制強化
• ・イノベーション取組み

成長に向けた
取組み

＊ 年 月期中に 見込み

•事業規模拡大に向けた
抜本的な生産性向上

成長に向けた
取組み

成長に向けた
取組み

•医薬×データ
の事業創出

百万

米ドル

百万

米ドル 約 倍

億円期 利益目標



期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期

配当総額（左軸） 自己株式取得（左軸） 株当たり配当（右軸）

◆成長戦略の実行により企業価値の継続的な向上を実現、株主還元の拡充を継続

企業価値向上・株主還元の継続的な拡充

円(億円)

基礎営業キャッシュ・フローに
対する総還元の割合の見通し

超

株当たり配当

過去 年

年率 複利 成長
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